
■2015年全労済地域貢献助成事業

対 象 団 体  ： 日本国内を主たる活動の場とする、下記（１）～（３）のいずれにも該当する団体を対
     象とします。
     （１）NPO法人、任意団体、市民団体
            ※活動への参加が居住地域等で制限されている団体は対象外となります。
     （２）設立後１年以上の活動実績を有する団体（基準日：2015年3月8日）
     （３）直近の年間収入が300万円以下の団体（前年度の繰越金を除く）
     ※過去に全労済より助成を受けられた団体についても応募できます。ただし、直近5年以
        内（2010年～2014年）に3回全労済から助成をうけられた団体は、助成対象になり
        ません。

対 象 活 動  ： （１）地域の生態系を守る活動
     （２）低炭素・循環型の地域社会をつくる活動
     （３）地域の自然や環境の大切さを学ぶための活動
     （４）子どもや親子の孤立を防ぎ、地域とのつながりを生みだす活動
     （５）困難を抱える子ども・親が、たすけあい、生きる力を育む活動

大黒屋光太夫の偉業を受け継ぐ、強く、たくましく、元気で思いやりのある子どもたちを育む為に

みえ広域スポーツセンターだより
H26年度第49号（2015.03.05） 第158号
              ♣3月5日（誕生石）ブルー・サファイア

                                       （石言葉）幸運・天命

〖総合型地域スポーツクラブの取り組みについて〗

■若松Jr.ふれあいクラブ（鈴鹿市）

3月3日は女の子にとっては楽しみの日でもある『ひな祭り』でしたね。昔は7段飾りが多
かったですが、最近では場所を取らない小型飾りが増えてきているようです。

「地域の子供を地域で支え、地域を笑顔でつなごう！」と、地域の方々の協力でスポーツ、文化、奉仕活動を行なって
います。また、市の主催するニュースポーツ大会等にも積極的に参加し、他地区との交流を通じて、幅広い仲間作りも
行っています。

全労済は、豊かで安心できる社会が形成され継続するために、たすけあいの輪を広げ、積極的に地域社会
へ貢献していきます。
その一環として、「未来の子どもたちに豊かな自然を残すために、今と未来を生きる子どもたちのため
に」をテーマに、地域の人々がたすけあって環境を守る活動、子どもの健やかな育ちを支える活動を支援
します。活動の輪が広がることにより、人と人との絆が強まりコミュニティーの形成、発展、再生につな
がることを期待します。

茶道マナー教室では、「ちびっ子お茶会」を通じて日本文化と礼儀作法を学んでいます。活動中は明るい笑顔が絶え
ず、「ふれあいクラブは楽しい」「活動が待ち遠しい」と子どもたちは話してくれます。
子どもたちが指導者となり活躍出来る様な循環型のクラブを目指し、楽しく活動しながら、「マイタウンクラブ」として
連帯感ある地域づくりに貢献したいと思います。
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